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361　　　　 Rasを介 する腫瘍能 とス テ ロ イ ド

ホ ル モ ン レ セ ブタ
ー

発現 と の 関連

口　　演 日産婦誌49巻臨時増刊

362　　　　子 宮体癌 に おけ る頚 部 浸潤度 と

リン パ 節転移 例 の 関係に つ い て

九大 ・生医研，国立別府病院
嚀

加藤聖 子，加藤圭 次 ，上岡陽亮，入 谷俊朗，和

氣徳夫

駒込病院　澤　加奈子、長 井　浩明、

尾崎 　喜
一、水谷　勝美、村 上 　章

　［目的］Ras蛋 白とス テ ロ イ ドホ ル モ ン レセ プタ

ーが ， 子宮体癌発生 に関与する分子機構 に つ い て

検討した．

「方法］ ユ）野性型 Ki −Ras 蛋白， 変異型 ［
12Val

］

Ki−Ras蛋 白お よびエ ス トロ ゲ ン レ セ プ タ
ー

（ER），

プ ロ ゲス テ ロ ン レ セ プタ
ー

（PR）を単独 ， また

は共に発現 して い るNIH 　3T3 細胞株を樹 立した．

ER，　 PR の 発現の 変化を ノザ ン プ ロ ッ ト，ウ エ ス

タ ン ブ ロ ッ トで解析 した． 2）プn モ ー
タ

ー領域

にestrogn 　responSi 　ble　element （ERE ）配列 をもつ

CAT ベ クターを作成し，上記細胞株 に形質導入 し，

ER の 転写活性 を調べ た． 3 ）各細胞株の腫瘍形

成能を軟寒天培地 上 の コ ロ ニ ー形成 ，
ヌ ードマ ウ

ス 上の 造腫瘍能 を用 い て解析 した ．

［成績］ 1 ）変異型Rasを発現するK12V 細胞で

は NIH3T 　3細胞及び野生型Rasを発現 するKWt細胞

に比べ
， ER の 発現の 増加が み られ，　 E2 依存性 に

ER の 転写活性の 上 昇がみ られ た． 2 ）KwtER 細

胞 はK12V 細胞 と同様の形態変化を示 し，造腫瘍

性 を獲得 した．両 細胞で の トラ ン ス フ t 一ム 能の

獲得は ER に よる転写活性の 亢進を伴 っ て い た ．

3）K12V ，　 KWtER 細胞で は腫瘍形成 能の ない 細

胞に比 べ 内因性 PR の 発現が 有意に滅少 して い た。

4 ）K12V 細胞は導入 され た外 因性PR の 発現 に伴

い
， 平坦化 した細胞形態 を示 し， コ ロ ニ

ー
形成も

抑制された．ERに よる転写活性 も抑制され た．

［結論］ 1 ）PR は変異型 Rasが誘導す る ER を介す

る機能に拮抗 し， また腫瘍 能を抑制する こ とが示

された ． 2 ）Ras を介す る腫瘍能 にER の 機能が寄

与する こ とが示唆 された ．

　 ［日的］本研 究 で は 、当院にて 初回治療 を施 行

した子筥 体 癌 TNM 分 類 TT、　 T2 で 頚 部浸潤 とそ の

リ ン パ 節転 移陽性例及 び その 再発部位 の 関係 に つ

い て 検討す る こ とを 日的 と した 。 　［方法］過去20

年間で 当院に て初回 沽療を施 した 子宮体癌268例

中完金手術施行町能であ っ た T1 及びT2、154例 に

つ い て そ の 至酬 1浸潤 の 有無及び浸潤度、再発頻度

及 び部位を検討 した 。 【成績］
：r・術術式 1よ各症 例

毎に 、広 汎子宮全摘 術 また は準広 範子宮全摘術 を

選択 し、加えて腎 静脈起始部以下 後腹膜リ ン パ 節

郭清を行 っ た 。 術後診断pTl 、1T6 例中 pN　1 、 18

例 、再 発確認 は 膣斷端3伊1、骨盤内2例 、 遠隔 リ ン

パ 節 1例で あ り、うち1例は膣斷端 、骨盤内両者 両：

発の 計5例 で あ っ た 。 こ の 5f歹馴 1広範子宮全的術を

施行したもの は2例で あ り各々 可 発部位は 1搾斷端

と骨盤内の もの と遠隔 リ ン パ 節であ っ た 。 pT2は

59例、うちp
∫
r2　a　24例、　 pT2b35f列であ りpNl は各々

3例、4 例の 計7例で あ っ た 。 再発確認 は pT2　a で

の 膣斷端 1例の み で あ っ た 。 こ の 症例は 準広範 子

宮金摘術 を施行 されて い た 。 広範子宮全摘術施行

例32例中pT2　a　8例、1∫12b6例で あ っ た 。　pNI は7例

で あ りその うちの pTlは 4例で あ り、pNO は 25例 で

あ っ た 。 　［結論］子宮 体癌 丁 1、T2 に お い て 頚 部

浸潤 の 程 度 と リ ン パ 節 転移の 有無及び再発率に 関

連 は認め られな か っ た 。 子宮体癌に お い て 術前の

頚部浸潤は術式 の 選択 に重要な 異議 を示 さな い と

考 え られ た 。
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